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 「生きている」細胞を「生きたまま」観測する技術として、蛍光プローブ、蛍光顕微鏡を用い

た観察手法が近年汎用されている。本観察手法の実現には、観測対象分子に対する選択的

な蛍光プローブが必要不可欠であり、現代の生物学研究では、GFP などの蛍光タンパク質を

ベースとするプローブと有機小分子をベースとするプローブが繁用されている。しかしながら

後者の有機小分子蛍光プローブに関しては、汎用性のある設計法が確立していなかったため、

実用的な蛍光プローブは数える程度しかないのが現状であった。 

このような中、筆者らは新規蛍光プローブの効率的な開発を可能とする、論理的かつ汎用

性の高いプローブデザイン法を、世界に先駆けて複数確立することに成功してきた。さらに本

設計理念を拡張し、蛍光プローブ母核として有用な新規蛍光団である TokyoGreen 類などの

創製にも成功し、これらの骨格を活用した全く新しい機能を有する多数の蛍光プローブの開

発に成功してきた。具体的には、特定の活性酸素種(ROS)を高選択的に検出可能な蛍光プロ

ーブ群や、β-ガラクトシダーゼなどのレポーター酵素活性、また様々な生体関連酵素反応を

高感度に検出可能な蛍光プローブなどの開発に成功した。さらにごく最近、がん抗体やある

種の糖タンパク質が、エンドサイトーシスにより選択的にがん細胞に取り込まれる現象を可視

化するプローブの開発にも成功した。実際本プローブと蛍光内視鏡を組み合わせることで、生

きている動物個体内の 1 mm 以下の微小がん部位を、明確に検出することにも成功した。 

本研究会では、演者らが確立した蛍光プローブの設計法から、その活用による種々の蛍光

プローブの開発事例、また開発したプローブを活用した生細胞イメージング・in vivo がんイメ

ージング例まで、幅広く紹介する。 
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